
ノースオーシャン

クリーム・ブルー

トパーズ・ライトブラウン

コバルト・ターコイズ

ラベンダー・イエロー

①フォントは太く見やすいものにしよう！

②フォントの種類は３種類までにしよう！

③ポスターの下地は「白」、文字は「黒」が基本！

ポスター発表では聞き手の数が少ない。
⇒聞く相手の顔を見ながら、発表を行おう。
　例）難しそうな顔をしている…
　→説明を加える、かみ砕いて説明をする

① 聞き手の表情を見逃さない

②５分程度で全体の説明ができるように
長く話すと、聞き手が疲れてしまう。
⇒簡潔に研究全体について説明しよう。
　５分程度で説明するのがベスト

フォントの種類が多いと、読みにくくなるので注意する。

「見やすさと読みやすさ」でフォントを選ぶとよい。

タイトル文字や項目、グラフ等の下地に軽めの色を入れて
情報の交通整理（カテゴライズ）をする。濃い色の多用は
避けるべきだが、強調箇所や矢印などに一部濃い色を使う
と視線が誘導され読みやすくなる。

② 色の設定方法
文字・テキストボックス（塗りつぶし・枠線）と
もに、それぞれの設定場所から色を変更すること
ができる。
⇒PowerPoint『テーマの色』＞『その他の色』＞
　『ユーザー設定』で『カラーモデル』を『RGB』
　にした後、数値を入力する。　

①  カラーチャート
隣にある色が同系色、対角線
上にある色が反対色になる。
ポスター全体を同系色でまと
めるとバランスがとれる。
強調したいところで反対色を
使うと、文字がはっきりと見
える。

藍呉須 ( アイゴス )

唐紅 ( カラクレナイ）

薄墨色 ( ウスズミイロ )

R23 G48 B102 

G57 B58R174

落ち着いたモダンな和のカラー 明るいナチュラルなリラックスカラー

プティング・イエロー

ルーマニア・ブルー

サマースカイ

爽やかな初夏のカラー

ヒイロタケ・オレンジ

リッチ・ミルク

サファリ・サンド

オレンジの明るいオータムカラー

アーミー・ブルー

クーリッシュ・ブルー

モルディブ・ブルー

上品でクールなビジネスブルーレトロなリラックスカラー

イメージを膨らませて、メッセージが届く効果的な配色にしよう！

ポスター発表では聞き手との距離が近く、
会話形式で双方向にやりとりができる。
⇒原稿ばかりを見るのは避け、一人ひとり
　に目を向けて話をしよう。

③ 原稿を読み上げない

ポスター発表では、話の途中で質問が
出ることが多い。
⇒どんな質問をされるか想定しておき、
    その答えを考えておこう。

④ 質疑応答の準備をしておこう

R196 G128 B76
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・「上から下」「左から右」に内容を配置する
・ストーリーの順番を番号で示す

①レイアウト

・１行の文字数を減らす。必要に応じて段組みをする
・箇条書きの項目間にスペースを空ける

②文字

・関連ある情報をグループ化する
・線か塗りのいずれかで囲む

③囲み枠

・タイトルのフォントサイズを大きくし、コントラストを
   つける。キービジュアル（図やグラフ）を上部に配置する

④目を引く要素

例）　△「瀬戸内海における石油分解菌について」
      →〇「瀬戸内海で発見！石油分解菌」

① タイトル

・統計資料や文献を引用して、社会の課題を述べる
・文献を引用して先行研究を挙げ、その上で課題を述べる
・先行研究ではやっておらず、社会課題解決に重要な研究を提案する

② 背景

・「～を達成する」などの数値目標があれば記載しておく

③ 目的

④ 方法

・比較対象（何も変化させない場合、既知の結果）などを必ず入れる
・図や表を用いる場合は、文中で必ず引用する　例）図１より…
・図のタイトルは図の下側、表のタイトルは表の上側に示す
・手法を見た人が誰でも同じ実験を再現できるように書く
・アンケート等を行った場合、対象や人数を記載する

・自分の考えは入れず、誰もが同意できるような客観的な説明のみを記載する
・グラフを示す場合、平均だけでなく標準偏差（エラーバー）を示すとよい
・グラフにはタイトル（グラフの下）や単位を必ず記載する　

⑤結果

・「図１より」「表２から」など根拠を示して述べる
・想定通りにいかなかった場合も正しく考察することで、今後の発展につながる

⑥ 考察

・背景の内容と関連付けて書く
・ 研究成果が背景で述べた社会課題に貢献できることを説明する

⑦ 結論・今後の展望

・HPなど内容の信頼性が不明なものは一般的に引用しない
・ 書籍や論文が望ましい。形式をそろえて書く

⑧参考文献

例）　徳山太郎 他 、 ” 集中力を可視化する手法の研究” 、徳山情報学会論文集 、2021

図１　屋久島の気温の垂直変化

図表のタイトル位置

視線が自然に動くように配置する

⇒見やすい

図３　〇〇の計測結果

N=55

標準偏差
（エラーバー）を
示す

グラフの示し方

表２　〇〇の計測結果

視線

・グラフに必要な要素（タイトル、軸、単位、
   エラーバー）がきちんと示されている
・囲み枠や色を効果的に用いている

・材料や制作物の写真を載せるなどして実験
   内容をより解りやすく示そう

・囲み枠を用いて、ブロック分けしている
・結果を写真や文章、グラフで示している

・文字が小さく量が多いので、書く内容を
   精選しよう。
・文中でグラフのタイトルを引用しよう
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